
                        

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

日程日程日程日程：：：：2014201420142014 年年年年 9999 月月月月 26262626 日日日日（（（（金金金金））））    

    

 １１１１．．．．ラポールラポールラポールラポール平塚平塚平塚平塚：：：：社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人いきいきいきいきいきいきいきいき福祉会福祉会福祉会福祉会（（（（平塚市平塚市平塚市平塚市））））…P2～3    

サポートハウス「和（なごみ）」、訪問介護（介護保険・支援費・ 

いきいきサポート） 

 ２２２２．．．．ラポールラポールラポールラポール城南城南城南城南：：：：社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人いきいきいきいきいきいきいきいき福祉会福祉会福祉会福祉会（（（（藤沢市藤沢市藤沢市藤沢市））））…P4～5    

  サテライト特養、サポートハウス城南、認知症デイ、共生型コミュニティ 

「かるがも」、訪問介護、夜間対応型訪問介護、在宅介護支援センター 

    ３３３３．．．．ラポールラポールラポールラポール藤沢藤沢藤沢藤沢：：：：社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人いきいきいきいきいきいきいきいき福祉会福祉会福祉会福祉会（（（（藤沢市藤沢市藤沢市藤沢市））））…P6    

        特別養護老人ホーム、ショートステイ、デイサービス、居宅介護支援、 

総合相談事業、緊急通報システム、食事サービス 

    ４４４４．．．．おたがいさんおたがいさんおたがいさんおたがいさん：：：：((((株株株株))))あおいけああおいけああおいけああおいけあ（（（（藤沢市藤沢市藤沢市藤沢市））））                

小規模多機能型居宅介護 

 ５５５５．．．．いどばたいどばたいどばたいどばた：：：：((((株株株株))))あおいけああおいけああおいけああおいけあ（（（（藤沢市藤沢市藤沢市藤沢市））））    

        デイサービス（おたがいさんのサテライト） 

◎ 参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想…P 9～14 

◎ 資料資料資料資料…P15～37    

 

…P7～8 
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1990 年 8 月： 

生活クラブ生活協同組合設立 20 周年記念事業と 

して、生活者・市民による新たな高齢者福祉のあ 

り方を求めて、社会福祉法人及び特別養護老人ホ 

ームの設立を決定 

1990 年 11 月： 

法人設立に必要な資金形成に、1 億円を目標に市 

民・組合員のカンパ活動実施 

1992 年 6 月： 

「藤沢市在宅福祉支援システム研究会」を設置し、 

藤沢の福祉ニーズの把握及び必要なサービス形 

成のあり方を調査研究 

1993 年 3 月： 

社会福祉法人いきいき福祉会設立 

1994 年 5 月： 

特別養護老人ホームラポール藤沢事業開始 

2000 年 4 月： 

介護保険制度スタートに伴い在宅生活支援事業の拡

大開始 

2003 年 9 月： 

共生型サポートハウス事業として、平塚で「和」 

と横浜市で「カントゥ西寺尾」事業開始 

2004 年 1 月： 

「ラポール西寺尾事業」 開始 

2004 年 7 月： 

大和市上和田団地内でデイサービス事業開始 

2007 年 4 月： 

藤沢市城南で地域密着事業及び共生型サポートハ

ウス事業開始 

2008 年 3 月： 

大和市上和田団地内商店街で共生型サポートハウ

ス事業開始 

2009 年 4 月： 

特別養護老人ホーム「ラポール三ツ沢」事業開始 

2011 年 4 月： 

藤沢市辻堂地域包括支援センター事業（藤沢市受

託）開始 

2012 年 12 月： 

ラポール上和田デイサービス事業閉鎖 

2013 年 5 月： 

ケアプランセンター ラポール西寺尾事業開始 

 

＜＜＜＜はじめにはじめにはじめにはじめに＞＞＞＞    

 

インクルーシブ事業連合では、運動グループの地域福祉ビジョン（市民版・地域包括ケアシステム）

｢市民による市民のための安心のネットワーク｣（仮）の構想を描き、必要なしくみづくりをすすめて

いきます。 

今回の福祉ツアーでは、この市民版・地域包括ケアのイメージづくりにつながる取組みとして、生

活クラブ生活協同組合・神奈川が設立した社会福祉法人いきいき福祉会の施設と、高齢者を世話され

る対象でなく、生活する一人の人間としてとらえるケアを実践している（株）あおいけあの事業所を

見学しました。 

 

＜＜＜＜いきいきいきいきいきいきいきいき福祉会福祉会福祉会福祉会についてについてについてについて＞＞＞＞    

今回 3 箇所を見学したラポールグループの施設を運営している社会福祉法人いきいき福祉会は、

21 世紀高齢化社会にむけて、生活クラブ生活協同組合・神奈川が設立 20 周年記念事業として組

合員 7 万人のカンパに「参加型福祉」の実現への想いを込めて設立した社会福祉法人です。 

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人いきいきいきいきいきいきいきいき福祉会福祉会福祉会福祉会    設立設立設立設立からからからから現在現在現在現在までまでまでまで    

    



                        

【ラポール平塚】（平塚市四之宮 1-15-32） 

◎ サポートハウス「和」 

◎ 訪問介護 

◎ いきいきサポート 

 

～～～～サービスサービスサービスサービス付付付付きききき高齢者住宅高齢者住宅高齢者住宅高齢者住宅のののの様々様々様々様々なななな形形形形～～～～    

制度制度制度制度のののの枠枠枠枠にににに縛縛縛縛られないられないられないられない在宅在宅在宅在宅ケアのケアのケアのケアの追求追求追求追求    

サポートハウスサポートハウスサポートハウスサポートハウス和和和和    

    

１．概要１．概要１．概要１．概要    

2014 年５月現在築 21 年（元企業の独身寮を改築）

2003 年から開所 

居室面積：６畳１K 共用部面積：食事室、コミュニ

ティルーム その他 1 階に訪問介護事業所  

住戸数：10 室 構造：軽量鉄骨造 2 階建 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安はあるが「住み慣れた地域で、自分らしく暮

らしていきたい」という人々の願いを、あえてケ

ア付き特定施設（有料老人ホームなど）の形をと

らず制度の枠にとらわれない形で元社員寮を活用

して全世代、障がい者、生活困窮者、社会復帰を

目指す人にも開かれた共生型住まいを実現してい

る。 

 

２．心地よい人間関係を形成し地域とつながるこ

とで「最期まで在宅で自分の生活スタイルを維持」

することをサポート 

見たところどこにでもある普通のアパートで、い

きいき福祉会が一棟まるごと借り上げ入居希望者

とアパート契約を結んでいる。アパートの半径

500m 圏内には交番、JA、診療所、薬局、複数

のスーパー、コンビニなどがあり、日常生活には

困らない。ここが既存のアパートと違うところは、

アパート 1 階に 24 時間スタッフが常駐すること

だ。夜勤の人材はオールラポールで確保し対応し

ている。こういうことができるのは社会福祉法人

の人材の厚さもあるが、なによりもいきいき福祉

会のミッションに沿っている。朝夜の見守りに加

え 14 年 10 月からは定期巡回が始まっている。

開設以来 11 年間で特養に住み替えた人は 1 名の

み。5,6 名の方の看取りも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフの支援を受け、自立の人から要介護 5 ま

での10人が生活保護受給者であろうと、認知症、

障がいがあっても時間に縛られることもなく、自

分らしいスタイルで暮らし続けている。家賃は生

活保護枠として 46,000円が２部屋と残り８室は

一般入居者用 60,000 円の２タイプ。どちらも家

賃の他に共益費が 3,000 円とサポート料として

月 25,000 円が必要だ。これが固定費だ。居住者

に介護が必要になった場合は介護保険制度などの

サービスを利用するが、もしここでのあらゆる生

活支援が積み上げ方式なら、社会的に不利な人た

ちには支払えない。たとえば介護保険制度を使っ

て食事作りの介助に毎食入ることは自己負担が増

加するので、コミュニティルームを使ってのミニ

デイでお弁当を提供するなどの工夫を考え始めて

いる。また社福スタッフや入居者同士のお互い様

の助け合いが生活をカバーする。自律して生活す

ることによって現状維持する人も数多いという。

逆に入居者たちから多忙なスタッフの健康を心配

されるという。お互いに人間関係、信頼に支えら

れている。   

1 階のコミュニティルームは入居者同士の自由な

交流のみならず地域にも居場所として開放してい
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る。そしてセラピー犬ねねが気持ちを和ませる。

通路での立ち話や季節に応じて敷地内でのバーベ

キューを楽しんでいる。私たちが訪問した日もた

またまバーベキューの日で、みんなで栗の皮向き

やさんまを焼く七輪の用意がされていた。 

ラポール平塚は和の他にも近くのマンション３ヶ

所の空き室８室を活用してサポートハウスとして

一体的に運営している。２LDK、３LDK タイプ

をシェア居住することもできる。近所なので見守

りなどアウトリーチも容易だ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人の人材、資産を有効活用して「在宅

で最期まで自分らしく」の可能性を社会実験して

いる。 

 

報告者：佐々木貴子 

（認定 NPO 法人まちぽっと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問介護事業所。隣にはキッ

チンとコミュニティルーム 

 

コミュニティルーム 

には作品が展示 

セラピー犬ねねの

名札 
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【ラポール城南】（藤沢市城南 4-9-8） 

 

◎ 認知症対応型通所介護（1F） 

◎ 共生型コミュニティ｢かるがも｣（1F） 

◎ 訪問介護（24 時間、365 日対応）（1F） 

◎ 在宅介護支援センター（1F） 

◎ サテライト特養（2･3F） 

◎ サポートハウス(4F) 

 

施設概要 

「自分たちが住みたいと思う生活空間をつくる」

ことを目指した“地域密着型複合福祉”の拠点。 

住まいとして、サポートハウス（見守り付き賃貸

住宅）とサテライト特養があり、在宅を支えるサ

ービスとして、認知症の方を対象としたデイサー

ビス、訪問介護ステーション、誰もが集える交流

スペースが併設されている。 

社会貢献を視野に、古い建物の処分を検討してい

たオーナーとの出会いが、「ラポール城南」の誕生

につながった。建設費用はオーナーが負担、設計

はほぼ全て任せてもらい、建物ごと、いきいき福

祉会が賃借している。 

 

事業の現状 

○共生型コミュニティ｢かるがも｣ 

365 日地域に開放しているフリースペース。市民

の参加で地域の縁側を目指している。書道教室や

パッチワークなどが開催されている。 

 

○認知症対応型デイサービス（定員 12 名） 

認知症ケアを専門とした通所介護。費用は介護保

険自己負担分＋昼食･おやつ代(800 円)。現在は

10 名。 

○訪問介護ステーション 

日中の訪問介護、夜間対応型訪問介護、定期巡回・

随時対応型訪問介護看護の 3 本立てで、24 時間

365 日、安定したサービスを提供。 

①訪問介護（8：00～18：00） 

介護保険サービスとして身体介護・生活支援、保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

険外サービスとして庭掃除や見守りなど。 

利用者負担：生活援助は20～45分未満199円、

45 分以上 246 円。身体介護との組み合わせもあ

る。 

②夜間対応型訪問介護（18：00～翌 8：00） 

夜何かあったらという心配のために活用できる。

予め相談の上決められた曜日･時間の訪問と、緊急

時の訪問がある。1 回 30 分程度で身体介護中心、

1 回ごとの加算料金。 

利用者負担は、基本料金：1,049 円／月、定期巡

回：399 円／回、随時訪問：608 円／回（訪問

介護員 2 人対応の場合 818 円／回）。 

③定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

市全域を対象に 2014 年 10 月からスタート。オ

ペレーションサービス、定期巡回サービス、随時

訪問サービスを全て含めた 1 ヵ月の利用料は定額

料金となっている。 

利用者負担は、訪問介護利用の場合、要介護 1：

6,989～要介護 5：27,978 円まで介護度別。訪

問看護利用の場合は要介護 1～4：3,059 円、要

介護 5：3,892 円。 

※②と③には、キーボックス、ケアコール端末や

（室内に設置、ボタンを押すとオペレーターが対

応、気配や物音もキャッチ）、ペンダント型端末を

無料で貸し出し。 

 

○在宅介護支援センター：藤沢市からの受託事業

として運営。 
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○サテライト特養（1 フロア 8 室、全 16 室） 

ラポール藤沢のサテライト型として一体的に運営。

職員は本体（ラポール藤沢）との兼務も可能。食

事は本体から運び、ここで温めて提供。全て個室・

トイレ付。介護保険制度の「地域密着型事業」な

ので、藤沢市に住民票がある人が対象。 

費用は、介護保険自己負担分、居住費 78,000円、

食費 1,700 円/日、その他費用。 

現状では、利用者の平均介護度は 4.23。プライバ

シーが確保され、自由な雰囲気で、家族の来訪が

非常に多い。 

 

○サポートハウス（7 世帯） 

平塚と同様、「自分らしく生き生きと暮らし続ける

住まい」がコンセプト。全室 24 時間対応コール、

夜間は 1F のオペレーターや 2･3F のサテライト

特養の職員が駆けつける。 

朝夕に訪問し安否確認。部屋にはキッチン・バス・

トイレが設備されている。年齢は不問。敷金

216,000 円、月々の負担金は、家賃 72,000 円、

共益費 8,000 円、サポート料 30,000 円。 

現在は満室、今後、周囲への展開も検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視察当日の説明】 

開設から 7 年間が経過、共生型コミュニティは、

その存在を認められ、藤沢市の「交流スペース（地

域の縁側）モデル事業」として選定された。生協

立の社会福祉法人として誕生した経緯は、市との

信頼関係にもつながっている。視察当日は、ちょ

うど改修工事中だった。来年 4 月からは、生活困

窮者自立支援の事業に向け、市民相談員を配置し、

総合相談事業の実施も検討しているとのこと。 

小川さん（いきいき福祉会専務理事）は、制度の

課題について「医療・介護の制度改正で、国はこ

れまで以上に『在宅』へ舵をきっているが、実際

には、医療と介護の連携も不充分、病院を退院し

た後の安心の住まいがない。特別養護老人ホーム

などの施設はまだ必要である。実態をつくりなが

ら、声を上げていく必要がある。」と指摘、また、

これほどヒューマンサポートの重要性が認識され

ながら、その対価としての報酬が改善されない問

題にもふれた。 

さらに、地域の実践者を資源として、まるごと活

かすこと、これが私たちの「地域包括ケア」だと

強調する。その人に寄り添った「パーソナルサポ

ート」を行うためには、人の関係を切らないこと、

1 ヵ所で抱えこまないことが大切。その意味でも

「生活困窮者自立支援事業」など、地域に活動の

ベースがない事業者が実施することは課題が多い。

委託如何を問わず、生活に困窮している障がい者

や若者のため、何らかの事業、活動を行いたい、

と語った。 

 

 

報告者：石川 紀 

（東京・生活者ネットワーク） 

 

 

 

 

 

 

 

サポートハウス間取
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【ラポール藤沢】（藤沢市稲荷 345） 

 

◎ 特別養護老人ホーム  

◎ 短期入所生活介護（ショートステイ） 

◎ 通所介護( デイサービス) 

◎ 居宅介護支援事業 

 

ラポール藤沢では『住み慣れた地域でいきいき

と暮らし続けたい』という思いを大切に、人があ

たりまえに持つ権利として私らしい暮らしの継続

性を大切にしている。介護職員は寄り添う人とい

う意味で「パートナー」と呼ばれ、地域ボランテ

ィアの「市民パートナー」が日々の暮らしを支援

している。 

 

○デイサービス（１F） 

月曜日～土曜日 ８時～１８時（サービス提供時

間は 8:30～17:00、祝日・祭日も通常営業）休

日：日曜日、１月１日 

毎日 40 名の高齢者が訪れている。いつまでもそ

の方らしく自宅での生活を続けられるよう「元気

の出るデイ」を目指している。 

○特別養護老人ホーム（2・3F） 

社会福祉法人いきいき福祉会の最初の事業とし

て 1994 年にスタート。多床室だが 10 人から

14 人の小さなグループでユニットをつくり、顔な

じみの関係を大切にしている。いきいき福祉会・

専務理事の小川泰子さんのお話では、周囲のケア

から学ぶことの多い多床室は、個室の 1 対 1 での

ケアに比べ介護職員のスキルアップには有効との

ことだった。 

○短期入所生活介護（ショートステイ） 

対象：要支援 1、2／要介護 1〜5 

入居期間：介護者の疾病、事故、出産、冠婚葬祭、

災害、失踪、出張、転勤、看護、学校、公的行事

への参加などの理由により、介護が一時的にでき

なくなった時、その理由が解消されるまでの期間。 

介護者の介護負担軽減等を目的としての利用も出

来る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢特養の回廊式の廊下のあちこちには、明るい共有

スペースが設けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ユニットごとに目印のマークがあり、自分のユニ

ットわかりやすくなっている 

 

➢ラポールの 3

施設を案内して

下さった 

い き い き 福 祉

会・専務理事の

小川泰子さん 
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【㈱あおいけあ】（藤沢市亀井野 4-12-93） 

◎ 小規模多機能型居宅介護 

◎ 通所介護（サテライトのデイサービス） 

 

 代表の加藤忠相氏から小規模多機能居宅介護の

〝おたがいさん″そのサテライトの〝いどばた″

の 2 施設を案内していただいたあと、２階の書道

教室などを開く地域に開かれたスペースに移り、

説明を受けた。 

 

○ 小規模多機能型居宅介護「おたがいさん」 

（定員 25 名 通い 15 名 宿泊 5 名） 

要介護認定を受けた地域の高齢者を対象に、通い

を中心に、訪問、泊まりのサービスを一体的に提

供している。単なるサービスの組み合わせではな

く、柔軟で継続したサービス体制とケアマネジメ

ントでその方の在宅生活を支える。 

 

建物は１階が小規模多機能型居宅介護施設、２

階が書道教室などの地域に開放のスペース 

一階入り口付近に駄菓子を販売しているコーナー

があり、近所の子どもたちがあれこれと注文をつ

けながら買って行くとの事。コミュニケーション

の場ともなっている。中のつくりは田の字型のよ

うな感じで仕切る事ができるようになっており、

日中は開放して“通いのサービス”を行ない夜は

それぞれが仕切られ“泊り・寝室”になる。奥の

方は介護保険制度対象外の方を受け入れる「住居」

になっている。決して広いスペースではないが、

地域ニーズの重要な受け皿。 

 

○「おたがいさん」のサテライト 「いどばた」 

（当初よりの事業であったデイサービスを 2013

年より小規模多機能のサテライトに）定員 13 名 

樹齢数十年の柿の木はじめ昔馴染みの井戸やらが

大事に置かれた自然豊かな敷地の中に 3 つの施設

の他、加藤社長の自宅が点在して建っており、ち

ょうどその真ん中通路は地域の学校帰りの子ども

たちや、近所の大人たちの通り道にもなっている。 

 

 

 

 

 

 

訪問当日も自然に加藤氏がお帰り～と声をかけて 

いた。子どもたちも急ぐでもなく私たちを見つめ

てニコニコしながらぶらりぶらりと言う風情で通

り抜けていく。 

 

あおいけあのケア 

 ＜自立支援と地域づくり＞ 

①マニュアルはなく、その日その時の状況で利用

者の方たちの状況とニーズでやることを組み立て

ていきます。ケアするケアされる関係ではなく一

緒に地域づくりをする仲間という、一般的なケア

マニュアルでは表せないスタンスで、臨機応変に

対応していくと言うことです。 

業務マニュアルには追われない・業務は記録だけ。

マニュアルでは CARE は出来ない！と。 

 

②自立支援は自分でやろうとする芽を摘まず、そ

の人の生き方が反映されるであろう「やりたい事」、

「やれる事」を活かしていき、出来るだけ自然に

暮らせるようにする。この事も、小規模多機能の

メリットである、顔なじみのスタッフや利用者と

の交流が測り易く、利用者の安心感にもつながっ

ているから可能だと思えました。見学当日、お団

子を皆さんで作っていましたが、イキイキと楽し

そうでした。 

 

③地域づくり 

利用者である高齢者とスタッフがキャストで、地
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域の人たちがゲストという姿勢を基本に、多くの

ボランティア含め地域の人たちと一緒にまちづく

りの一環のような形でケアをしているという強い

印象を受けました。利用者で作ったものを子ども

たちの手で売る、また子どもたちは売るだけでな

く作ったものを売るようになる、その利益を利用

者や子どもたち当事者に還元して、さらにやる気

を引き出していく・・。何気ない日常の営みで年

長者を尊敬する事ができる事等、多世代が関わり

集う大切さと楽しさを報告から感じた。 

 

④思いをもったスタッフが誇りを持って仕事がで

きること、優し人が優しさを発揮できる職場に。 

ケアビジョンの共有や、それを基にしたケアのス

キルを発揮できるようにする為の工夫どがされて

いる。例えば、記録のための記録はできるだけ排

除し、見せていただいた引き継ぎの記録は、その

日の出来事を大学ノートに、簡単にそれもイラス

ト入りで書いてありました。 

この３年間は離職者がでていないと言うことで

した。スタッフの子どもたちも放課後来ている事

もＯＫとの事。仕事を持つ職員には放課後問題で

悩まなくてもよいし、利用者にとっても子どもに

とってもメリットになります。 

 

＜感想＞ 

見学させていただいたが、ちょっと手狭な感じで、

室内も雑然としている印象を受けましたが、これ

も家庭にいるという感じになるために大事な事な

のですね。 

このように自然体で地域と一体となって老いてい

くことをサポートする理念が大切だと思いました。 

狭いけれど、せまっ苦しくないスペース感と利用

者との間合い。ミッションに基づいたケアスキル

を追求する姿勢に学ぶべき事多し。 

藤沢型コミュニティケアのモデルを！と若さみな

ぎる発信力と思いに感動しました。 

報告者：相原光子（北東京生活クラブ生協理事） 

池口葉子（NPO アビリティクラブたすけ

あい理事長）                                                        

 

 

 ➢おたがいさん入り口 

 

 ➢敷地内の井戸 

  

 ➢デイサービスいどばたで代表取締役の加藤 

  さんのお話を聞く 
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【参加者の感想】 

植田泉植田泉植田泉植田泉（（（（生活生活生活生活クラブクラブクラブクラブ東京東京東京東京････副理事長副理事長副理事長副理事長））））    

様々な事例を見せていただけて、羨ましがるだ

けでなく東京で実現するには何が必要かを考えさ

せられました。 

 ラポール平塚のサポートハウス「和」では、 ど

の法律の枠組みにも入らないことで自由さと広が

りをつくっていることにそういう方向があるのだ

と考えさせられました。「ラポール城南」では、積

み上げ式でない一括方式で利用者の経済的負担を

減らしての 24 時間の巡回訪問介護を始めようと

していると聞きました。こういうしくみが広がれ

ば家族も安心でき、家で過ごせる高齢者が増える

のにと過去の私自身の経験にも照らしてこれから

に期待をもちました。そして、「あおいけあ」のめ

ざすまちづくりにはもう感心でした。他から請わ

れてもまずは藤沢市内でもっと広げて「藤沢方式」

を充実させるとおっしゃる加藤さんのこれからに

多いに期待したいとおもいました。 

 今ある形・しくみ・法律にとらわれがちな私た

ちですが、こんなに自由に想いを実現させる方法

があるのだと思わされた一日でした。 

  ↑サポートハウス和 

 

杉浦尚子杉浦尚子杉浦尚子杉浦尚子（（（（NPONPONPONPO・・・・ACTACTACTACT    理事理事理事理事））））    

＜＜＜＜ラポールラポールラポールラポール平塚平塚平塚平塚    サポートハウスサポートハウスサポートハウスサポートハウス和和和和＞＞＞＞    

のどかな住宅地のアパートを有効に利用してい

て、１階のコミュニティーの場はデイサービスの

ような雰囲気ではなく、地域の公民館のようで、

自然に地域に溶け込み昔ながらの長屋のような雰

囲気でした。 

スタッフの方々も気負いがなく、まるでご近所

さんのようにしながらしっかりとサポートしてい

る様子がうかがえます。管理ではなく緩やかにつ

ながり地域とつながり穏やかに生活しているのが

分かります。 

指定病院もなく、決められた食事もなく、本人

の意思と選択を重視し、地域の店舗や病院を利用

しながら、地域に受けいられて暮らしているこの

スタイルは素晴らしいと感じました。 

施設の職員の方が事業継続のためにデイサービ

スを開設する１９人の入居者を５０人の村にした

い。２０年後を見据えての事業計画を立てている

と言っておられました。また看取りまでをするた

めには定期巡回・随時対応型訪問介護看護が必要

と感じ１０月からスタートするとの事。穏やかな

生活の中に１人の人を最期まで責任を持って見る

覚悟のようなものを感じました。 

＜＜＜＜ラポールラポールラポールラポール城南城南城南城南＞＞＞＞    

和とは打って変わって施設らしい施設でした。

特に印象に残ったところは交通の便の良いところ

に訪問看護介護や定期巡回・随時対応型訪問介護

看護の拠点が設けられている事でした。とても

広々としたスペースに事務所を構えられていて働

く環境もよいように思いました。 

４階のラポール城南サポートハウスでは入居者

の方が玄関を開けて挨拶して下さいました。 

和より家賃も高くプライバシーがより守られてい

るスペースになっているようで、ライフスタイル

に合わせて選択できるのではないでしょうか。 

 ↑訪問看護・介護などの説明を聞く参加者 
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＜＜＜＜ラポールラポールラポールラポール藤沢藤沢藤沢藤沢＞＞＞＞    

施設でこれだけたくさんの人が施設内を行き来

しているのは、初めて見たような気がします。 

入居している方もフレンドリーで声をかけて手を

振って下さり生き生きしている様子が見れました。 

本当に職員やボランティアであろう人が多いこと

に驚きました。建物が古く地番沈下の上に地震の

影響で立て直しも考えているとの事でした。 

＜＜＜＜小規模多機能小規模多機能小規模多機能小規模多機能おたがいさんおたがいさんおたがいさんおたがいさん＞＞＞＞    

まずは建物のこだわりに驚きました。とてもお

しゃれで太い柱で立てられているデイサービスは

加藤氏のこだわりが感じられました。天井が高く

生活感あふれるスペースでゆったり穏やかに過ご

されている様子が分かりました。たえず利用する

高齢者がどう感じるかを常に考え、いつまでも自

分が必要とされる場所を一緒に自然に作り上げて

いくその向き合い方に感銘を受けました。 

スタッフが記入する利用者の様子を描くノートに

は、そんな姿勢が詰まっているようでした。 

訪問介護員の人手不足が言われていますが、介

護員もやりがいが発揮できる場所であれば人は自

然と集まってくる。そんな当たり前のことが出来

ていなかったと反省しきりでした。 

どの施設も生活のにおいがする場所でした。みな

さんの笑顔にとても癒され勇気づけられた一日で

した。 

 

 ↑あおいけあ代表取締役の加藤忠相さん（中央） 

 

 

奥村幸子奥村幸子奥村幸子奥村幸子（（（（NPONPONPONPO・・・・ACTACTACTACT 府中府中府中府中たすけあいワーカーたすけあいワーカーたすけあいワーカーたすけあいワーカー

ズぽズぽズぽズぽ♥♥♥♥ぽぽぽぽ））））    

◆ラポール平塚◆ 

 民間アパートを改築した建物の中に、ヘルパー

ステーションとサポートハウス（制度外）がある。

また、近隣のアパートにもサポートハウス、マン

ションにはシェアハウスがある。サポートハウス

は「自分らしくいきいきと暮らし続ける住まい」

をコンセプトに適度な距離で地域と共に暮らして

いる。利用対象は高齢者・生活困窮者・障がい者、

また DV 被害者など。家賃（＋共益費）＋サポー

ト料を利用料金として、サービスは朝夕の見回

り・５分程度の手伝い・相談。その他必要に応じ

て、介護保険サービスや独自ケア「和サポート（15

分 250 円）」が受けられる。ヘルパーステーショ

ン横のフロアーは地域住民にも開かれたコミュニ

ティールームになっており、週１～２回の教室開

催・アニマルセラピー、その他畑しごとなども行

っている。 

新たな事業として、24 時間体制の定期巡回サービ

スを検討中。ケアの積み上げ式で利用上限に達し、

サービスが頭打ちになることを避けたいため。 

◆ラポール城南◆ 

 特養・在宅支援センター・訪問介護(24 時間・

365 日対応)・認知症対応型通所介護・共生型コ

ミュニティーかるがも・サポートハウスが 4 階建

てに混在。 

サポートハウスは平塚と同じく、制度外の事業と

して、様々な状況の方を入居対象者としている。

特養はラポール藤沢のサテライトとして、16 室の

個室。生活は利用者それぞれのライフサイクルに

合わせフレックスに対応、個室はベットのみ用意

されていて、その他の家具は個人のもの。 

共生型かるがもは誰もが気軽に立ち寄れる「居場

所」。地域住民主体の運営会議が行われている。藤

沢市では「縁側事業」を 2010 年度から進めてい

て、備品・改修補助がある。 

◆あおいけあ◆ 

 小規模多機能型居宅介護「おたがいさん」を同

敷地内 3 ヶ所で展開。介護職員は仕事のマニュア
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ルは持たず、事業所のミッションである「自立支

援」「地域との繋がり」を念頭においたケアを進め

ている。自立支援の考え方から、高齢者ができる

ことを自主的にやってもらう流れ（高齢者のアイ

デンティティ）を作り、地域との繋がりとして、

子どもたちとの交流の場を多く作り、次世代の地

域福祉への意識を育てている。 

今後の新たな事業として、ペアレンティングホー

ム・コミュニティカフェ・居場所・小規模サテラ

イトを立ち上げ、リンクしていくことを検討中。 

◆福祉ツアーに参加しての感想◆ 

 地域協議会で市民版地域福祉計画を作成する中

で、生活クラブ運動グループの目指す「暮らし方」

を話し合う中では、「在宅で暮らす」ための社会資

源やシステムを進めることを基本に置くことを確

認し、今回の福祉ツアーでは、そのための計画案

策定に向けての新たなヒントを探すことを一つの

目的として参加しました。 

サポートハウスは、地域とのつながりを作りな

がら、一人暮らしでも在宅で暮らし続けることが

できる住まい方であることを理解しました。 

小規模多機能型居宅介護事業も、在宅で暮らすた

めの資源ですが、地域密着型の事業としての社会

的メリットが理解できました。 

「住まい方」の課題と解決を今回のツアーで認

識・学習することができましたので、地域に戻し、

今後の活動につなげていきたいと思います。 

私たち市民が求める地域社会の在り方は、制度内

のシステムや既存の施設の中で考えるのではなく、

市民が主体的に考え、計画、実践、提案していく

ことが必要であると思います。そのためには、運

動グループが連携・連合し、それぞれの団体の強

みをつなぎ合わせ、大きな力として、私たちが目

指す地域社会を実現していくべきだと更に思いま

した。 

 

相原光子相原光子相原光子相原光子（（（（北東京生活北東京生活北東京生活北東京生活クラブクラブクラブクラブ生協生協生協生協    理事理事理事理事））））    

ラポール平塚では、社会福祉法人いきいき福祉

会専務理事の小川康子さんが迎えて下さいました。

2 階建の民間アパート一棟を改築してサポートハ

ウスとヘルパーステーションを併設している。

様々な理由で済み慣れたところから越してこられ、

自分の住まいと思い定めたのは、どういった理由

だろうか。そこに集う人々がいて、必要な先に相

談やら手助けをしてくれる安心感だろうか。自分

で決めたとは言え喜んでだったのだろうか。仕方

なくだろうか。様々な事を考えさせられました。 

以前、北欧の施設見学をした時との違いを強く

感じたのは色彩、いろどりと部屋の広さ。明るい

紺碧の空の中に透明感のあるカラフルな人、物、

それでいて落ち着きのある配色にこころからホッ

としたことを思い出しました。自分らしく住み慣

れたところで、できれば暮らしの質を維持して終

末期を迎えたいと思っているが簡単なことではな

いと強く感じました。そこに住んでいる方が職員

の健康を気遣うというエピソードは人と人のつな

がりが日々の暮らしが自然な形でなされているの

だと思いました。 

小川さんのお話しは、個人が尊重される生活を

大切にするためには、どうすればよいのかという

視点が根幹にあり、そこから出てくる経営効率と

のせめぎ合いの中で、行政、市民、生活クラブな

ど周囲を巻き込んで創ってこられた大変さと、そ

う思った者がやるしかないという自負が感じられ、

こういった方が強く引っ張ってこられたのだとた

だ感嘆しました。なにものにも束縛されない自由

な思いでこうあったらいいなという世界を描き創

り上げていくことが大切なのだと痛感した一日で

した。 

↑ラポール藤沢の中庭 
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池座俊子池座俊子池座俊子池座俊子（（（（東京東京東京東京・・・・生活者生活者生活者生活者ネットワークネットワークネットワークネットワーク    代表代表代表代表））））    

9 月 26 日（金）、生活クラブ運動グループ・イ

ンクルーシブ事業連合主催の福祉ツアー2014 に

参加した。視察したのは社会福祉法人いきいき福

祉会が展開しているラポール平塚・城南・藤沢の

3 つの施設と（株）あおいけあが運営する小規模

多機能おたがいさん。 

社会福祉法人いきいき福祉会は生活クラブ生活

協同組合神奈川が設立 20 周年記念事業として組

合員 7 万人のカンパに「参加型福祉」の実現への

想いをこめて設立した社会福祉法人。当日は専務

理事の小川泰子さんが同行してくださった。 

ラポールグループと（株）あおいけあは運営形態

に違いはあるものの、どちらも強く意識している

のは当事者主権と地域に根差した運営だと感じた。 

ラポール平塚サポートハウス和（なごみ）は住

宅地にある民間の 2 階建てアパート。サポートハ

ウスと訪問事業を行っている。当日は午後から交

流会が行われる予定で、アパートの前庭にテーブ

ルが用意されており、そこでお話を伺った。高齢

者のみならず障がい者や社会復帰を目指す方、DV

被害者、一人で生活するのが不安と感じている方

など、年齢制限なく入居可能で、親子・兄弟など

の入居も可能。アパート契約なので暮らし方は自

由。介護保険サービスやかかりつけ医もそれぞれ

が契約する。サポートハウスのサービスとしては

朝晩２回の安否確認と相談支援、相談緊急時対応

（希望者に緊急コール）。宿直職員がいるので、夜

間不安になった居住者の話し相手もする。このサ

ポート料金は一か月 25,000 円でこれは利用する

ことが条件。家賃、共益費を加えても生活保護受

給者や年金暮らしでも入居可能な料金設定となっ

ている。また一室がコミュニティルームとなって

おり、地域に開かれた場として編み物教室やはが

き絵などの趣味活動も行われている。 

ラポールグループは特別養護老人ホームなども

経営しているが、小川さんはだからこそ靴を脱い

で上がる自宅で自分の暮らしができるサポートハ

ウスをつくることにこだわっているという。「生活

があるから長生きできる」との信念を強く持った

と小川さんが話されていたのが印象的だった。 

さらにサポートハウス和から歩いて 5 分以内の

アパートやマンションの部屋を社会福祉法人が借

り上げることで、身寄りのない高齢者などが「地

域の自宅」に暮らすことを可能とし、空き室のオ

ーナーにとっても安心して賃貸できる仕組みとな

っている。地域の方から見守りをしてほしいとの

声も寄せられているとのことで、新たな事業展開

も考えているという。地域に溶け込みながら、地

域のニーズに合わせて事業を拡大していく力強さ

を感じた。 

↑通学路にもなっている施設の敷地内の通路 

 

午後の見学先は 39 歳の加藤忠相さんが藤沢市

で展開する小規模多機能居宅介護「おたがいさん」、

グループホーム「結」、デイサービス「いどばた」。

まず施設と加藤さんの自宅の間の垣根のない小道、

花の揺れるオープンガーデン、以前からあったで

あろう桜や柿の大木、井戸と小さな池などが醸し

出すゆったりした雰囲気に魅せられた。小道で話

を伺っていると小学生がグループで何組も通りか

かる。この子どもたちが、おじいちゃんおばあち

ゃんと一緒になって、懐かしいような、取り戻し

たい日本の暮らしができるのだろう。おじいちゃ

んがトロ箱に稲の苗を植えていたら子どもたちも

一緒になって田植。そこで子どもたちはおじいち

ゃんの稲の育ちが良いのを見て「すごい」と思う。     

おじいちゃんはデイサービスに来るや、「今日は

材料を買いにホームセンター行く」という。スタ

ッフはおじいちゃんと一緒に買い物し、昔取った

杵柄の大工作業を見守る。施設の時間割に利用者

が合わせるのでなく、その人らしい暮らしを支え
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るのが介護の専門職。散歩に行こうと声をかけて

も動かないおばあちゃんに公園の掃除をしに行こ

うと誘えば喜んでお出かけ。掃除をして地域貢献

することでお年寄りは「ありがとう」と感謝され、

社会資源となる。 

「おたがいさん」では 3 年以上介護職の離職は

ゼロ。これは加藤さんは心から自慢していること。

介護職を志す心優しい人に利用者を支配・管理さ

せてはいけない。おじいちゃん、おばあちゃんの

自立支援を促すのが「おたがいさんケア」。だから

稟議書や決裁書は一切必要なく、現場の裁量に任

されている。「通い」「泊まり」「訪問」であたり前

のゆったりした暮らしが展開されていた。 

地域の資源を生かし、高齢者がその人らしい暮

らしの主体者となることを支えるいきいき福祉会

や（株）あおいけあの実践は、それがだれもが住

みやすい地域づくりにつながることを示している。

「地域包括ケア」をより現実的に、身近に感じる

ことができた。 

 

   ↑デイサービスいどばた 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑「おたがい産」こしひかりの苗 

    

    

石川石川石川石川    紀紀紀紀（（（（東京東京東京東京・・・・生活者生活者生活者生活者ネットワークネットワークネットワークネットワーク））））    

2015 年の介護保険制度改正では、要支援 1･2

の人の福祉分野の予防給付が、地域支援事業に変

わる。制度の課題は強く指摘しつつ、安易なボラ

ンティア論や家族介護への後退にならないために

も、市民参加型の地域福祉で、その人らしさを実

現する「居場所」と「住まい」をどう実現するか、

地域が問われる問題である。 

さらに、社会福祉法人については、現在、国に

おいて制度の見直しが行われている。「社会福祉法

人の在り方等に関する検討会」(座長：田中 滋･

慶応義塾大学名誉教授)は、今後も社会福祉法人が

福祉の重要な担い手として地域住民・国民の期待

に応える存在であり続けるための改革案を検討、

2014 年 7 月 4 日に「 社会福祉法人制度の在り

方について」報告書を取りまとめ、制度改革に向

けた論点として、①地域における公益的な活動の

推進、②法人組織の体制強化、③法人の規模拡大・

協働化、④法人運営の透明性の確保、⑤法人監督

の見直し－について提示した。社会福祉法人制度

の意義・役割を問い直す厳しい指摘も確かであり、

制度の見直しは必要だが、「規模拡大(･協働化)」が、

社会福祉法人の適正化につながるのかどうか、疑

問も残る。 

神奈川の生活クラブ生協の組合員が生み出した

「社会福祉法人」を、設立から 20 年が経過した

今、どれだけの組合員が知っているのかと、専務

理事の小川さんは指摘しているが、東京でも、社

会福祉法人悠々について、もっと私たち自身が設

立経緯も含め、存在意義を確認することが必要で

ある。そして、社会福祉法人に限らず、まず、運

動グループの様々な活動を、身近な社会資源とし

て知った上で、さらにグループだけにとどまらず、

外に向けて連携することが、市民版地域福祉計画

の実態づくりと、地域からの制度提案につながる

と思う。 
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↑ラポール藤沢 入居者の写真や作品がずらりと展

示された廊下 

 

土田土田土田土田さちさちさちさち子子子子（（（（NPONPONPONPO・・・・ACTACTACTACT 理事理事理事理事））））    

 2025 年まであと 11 年。 

4 人に１人が 75 歳以上の超高齢社会が到来しま

す。これまでの高齢者対策だけでは対処できない

事、想定外の問題が出てくるのではという気がし

ます。 

 今回伺った『ラポール平塚サポートハウス和』

のように、地域の中でアパート、マンションでの

一人暮らしをサポートされながら、気兼ねなく自

分で暮らし方を選んで最期まで暮らすことが出来

るしくみ作りは人間関係の希薄な都市部に早急に

作りたい機能です。 

また、今回のツアー参加の前に「NO！寝たきり

デー」で、あおいけあの加藤忠相氏の報告を聞き

衝撃を受けました。実際に訪問をし利用する人も

ケアする人もイキイキとした表情をしていてスタ

ッフ、利用者、ボランティアが入り混じってワイ

ワイガヤガヤとても楽しそうでした。 

 訪問した9月26日はお彼岸の明け日といって、

デイサービスのおやつは「明け団子」といって、

仏様に持って帰っていただくのだそうです。利用

者の高齢者から｢明け団子｣のいわれを教えてもら

い、いっしょに団子を作っていました。 

 あおいけあでは｢高齢者とスタッフがキャスト

で地域がゲスト」じいちゃんばあちゃんとスタッ

フは、看る看られる関係ではなく地域づくりの仲

間。 

 高齢者のアイデンティティ（存在意義）に着目

し、大工仕事、料理、農業、縫い物、それぞれ得

意分野を発揮してもらうことで、元気になっても

らいたい。 

それは高齢者を社会資源としたとりくみで地域づ

くりとなっています。 

 障がいのある人、高齢者を地域を支える人材と

いう発想で、世代を超えて共助のしくみづくり、

街づくりのヒントをたくさんいただけたツアーで

した。 

なかなか柔軟な発想ができなかったですが、地域

に帰って早速仲間にツアーで見聞きしたことを伝

えたくなりました。 

 

 

 

  ↑サポートハウス和のセラピー犬ねね 
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（（株）あおいけあホームページより） 

    

■小規模多機能型居宅介護とは･･･？ 

在宅で 24 時間 365 ⽇の安⼼に、より近いケアを提供してきた「宅⽼所」の取り組みを、

厚⽣労働省が着目して制度化したサービスです。介護が必要になっても住み慣れた家や地

域で暮らし、家族や親しい⼈々とともに、⼩規模で家庭的な雰囲気の中で、お年寄り⼀⼈

ひとりを尊重したケアを提供します。「通い」を中⼼に、「宿泊」や「訪問」などの機能

を、単なるサービスの組み合わせを提供するのではなく、柔軟で継続したサービス体制と

ケアマネジメントで提供します。 

■おたがいさんの特色 

おたがいさんはこれまでの「お年寄りが⾏く施設」ではありません、お年寄りが主役の「第

2 の我が家」です。居⼼地が良いです。その証拠に（？）よく近所のオバチャンや⼦供た

ちがあがりこんでお茶を飲んだり遊んだりしています。・・・公⺠館？児童館？なんにし

ても歓迎です。 みんなでご飯を作ったり、⽝と遊んだり、買い物に⾏ったり…あっとい

う間に時間が過ぎます。「なじみの関係」ができる場所だから、入浴やお泊りもすんなり

できます、お家にも駆けつけます。問題を抱えた方でも親身に援助します。 

『お年寄りの笑顔に⾃信あり』ですので、とにかく⼀度⾒に来てください。個性的で涙も

ろいケアのプロがお⼒になります。 



                        35 

 

  

* * * * 施設概要 * * * *    

 

住所：藤沢市⻲井野 4-12-35  

電話：0466-83-6317（直通） 

代表者：加藤忠相 

管理者：飯尾えり⼦ 

計画作成担当者：加藤律⼦ 

介護保険事業者番号：1492200124 

* * * * 定 員 * * * *    

25 名 

（通い 15 名／宿泊 5 名） 

(C) 2011 株式会社あおいけあ All Rights Reserved. 

Template design by Nikukyu-Punch 
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■なんといっても少人数（定員 13131313 名） 

ちょっと狭いけど身近な距離があったかく、馴染みの関係がすぐに作れるため、認知症や

施設利⽤に消極的なお年寄りにも安⼼です。入浴もお⼀⼈から OK、職員も⼀緒に食べて

いる食事は「おいしい」と評判です。少⼈数ならではの⼩回りの利いた多彩なレクレーシ

ョン（お花⾒・みそ造り・いも煮会など）も開催。 

当社では居宅⽀援業務をしていないため、⼝コミやお付き合いのあるケアマネージャーさ

んしか知らない隠れ家的デイサービスです。 

お試し利⽤ができます、お気軽にお問い合わせください。 

  

    

■「家族規格」のグループホーム（定員 7777 名） 

緑豊かな藤沢市の住宅地、地域の中に溶け込んだグループホームです。認知症になっても、
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誰もが住み慣れた環境のもと、穏やかに年をとっていきたい。また、命ある限り⾃分らし

く⽣き、⼀⼈の価値のある⼈間として存在したい、そう願っているのではないかと思いま

す。 

私たちの理念は『その⼈らしく活き活きと』。結の主役は⾼齢者の方々で、⼀⼈⼀⼈の個

性を尊重した最適な援助を⾏うように⼼がけています。 

⾒学は随時⼤歓迎です。お年寄りの笑顔から、認知症ケアのプロとしてのスタッフと、⽣

活環境の質を感じてください。 

 

* * * * デイサービス「いどばた」 * * * *    

 

住所：藤沢市⻲井野 4-12-93 電話：0466-83-6321（代表） 

管理者：加藤忠相 

副管理者：⼩池みゆき 定員：13 名 

介護保険事業所番号：1472201100 


